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1. まえがき

日本万国t噸覧会が開催されるにあたって，住友グルー

プ46社は共同で（主友バビリオンを建設して参加しまし

た。これに参加するにあたって「住友館委員会」を設

け，総合プロデューサに株式会仕ディスク •Kの小谷正

ー氏にお願いしました。ここでは，巡歩する物質文明の

中でややもすれば見失われがちな人間性の復活を某本精

神として，古今東西を間わず世界の人々に親しまれた意

話にひそむ人間本来の夢「美と愛と希望の泉」を展示テ

ーマとして，バビリオンを「住友童話館」と名づけ，世

界の大人から子どもまでだれでも楽しめるおとぎの国を

し

・

!

写真 1 住友童話館

Photo 1 Sumitomo pavilion. 

＊ 技術管理部参与

＊＊ 財務部財務課長代理

作りました。

当社は住友グリープの一員として「住友董話館」に参

加し，展示物の一部の企両と設計，製作に協力してきま

した。ここで「住友箪話館」の概要と，当仕が担当した

音響装骰，コンピュータ、ンステムなどについて概要を説

明します。

2. 住友童話館の概要

2. 1建築

パビリオンは会場西ゲートに近い約11,000m2の敷地

に，大谷幸夫氏の設計で，写真 1に示すように浮かぶ9

侶の半球体のドームを渡り廊下で連結した画期的な様式

をとり入れたものです。そしてそれぞれの球体内のスペ

ースに展示を行なうという基本構造です。

観客は正面人口から庭園を通ってエスカレータで見睛~

しのよい中央の透明ドーム 0-F館の二階へ誘導され，

このドームを，キー・ステショソとして， 1-B館， 2-A

館， 3-C館と各ドームの展示を楽しみながら再び0-F館

の一階に誘導されます。次に観客は 5-C館， 6-A館，

7-B館， 8-C館と各ドームを渡り，展示を見ながら最終

の展示場 8-C館から再びエスカレータで庭園に誘導さ

れます。この 8ケのドームが展示場ですが， 9-Dドーム

は来賓者のための控室です。

その他は8ケのドーム展示場とは別に半地下構造で，

収容人員約200名の小劇場（パピプッペ劇場）が設けら

れ，観客はドーム展示場とは違った楽しい削を観賞する

ことができました。
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2,2展示

展示には「住友童話館」の半球体ドーム内部のスペー

スが使われ，占今東西の童話から選び抜かれたなつかし

い名場面が現代感覚と今日の技術の粋をあつめて立体構

成されています。展ホ場面には，たとえばかぐや姫，疱

宮城，シンテレラ姫などの童話のいろんな人気者が登場

して，色彩，照明，音楽の効果によって活き活きとおと

ぎの国が再現されました。

ここで一応それぞれのドームでの展示物をたどって見

ます。

1) 1-B館 千里丘おとぎ団地

世界中の童話のなかから，親しまれてきたもの約60を

えらび出し，約40個ののぞき箱と20本のアニメーショ‘ノ

におさめ，動きと音楽によって展ぷされた童話の百科事

典でず。

2) 2 -A館 東西名作ひろは

シンテレラ姫，不思議の国のアリス，かぐや姫，サル

カニ合戦やとび出す巖話が音楽につれて動きまわりなが

ら展示されます。また犬井から吊り下げられた動く楽隊

がドームの周囲を列を組んで回転しています。

3) 3-C館 竜宮城

ドーム全体を涸底に見たてた幻想的な竜宮城を浮き上

がらせ，光と音と嗅によって悔底都市竜宮城が展示され

ます。

4) 5-C館ー＂＿地球村の出来事

大きな地球儀を映写面にして横山降ー• おとぎプロ製

作の「地球村の出来事」のアニメーションが映写されま

す。

5) 6 A館一童話フラネタリウム

壁面天井一面に設けられた 1,200個の色の変わる照明

筒の組み合わせによって，童話が立休音響につれて，多

くのバターソに変化します。

6) 7-B館ー一ーコンピュータの天眼鏡

観客の中の希望者の顔は ITVカメラによって写し出

され，この映像を映像情報処理技術を利用して， コソピ

ュータがパターン認識を行ない，これから性格判断が行

なわれます。判断された結果は音声合成音のナレーショ

ンで知らせるとともに，顔像がライソプリソクで打ち出

されます。

7) 8-C館 巌心餞陀羅

子供の両いた創作童画をもとにして作成したクテ 4111

ヨコ12111の大さな刺しゅうの大壁両が飾られます。

2.3 催物

小劇場（バピプッペ劇場）では市川鳥氏の油出により，

竹田人形座のあやつり人形と映画芸術の組み合わせによ

るショーが上油されました。内容は第 1部が日本の民話

に取材した「鶴」，第2部が活劇的な「バソバの活躍」で

す。ここでは映画はリャプロジェクションでスクリーソ

に写し，その前であやつり人形が操蔽されました。

3. 住友童話館の技術

当社は通信とエレクトロニクス関係の技術，装置の設

叶，製作，連営，保守などの面で，住友グループの{し

として，「住友童話館」へ協力をしました。

ここでそれらの装骰の概要を説明します。

3. I音響装置

音響は童話の世界のふんいき作りとして，また展示の

一部として重要なポイントとなります。このバビリオン

は展示ドームが9個も含まれている上，各ドームは半球

形をなしいるので，そのドーム内をステレオ化された音

像移動という建築音響技術面でむずかしい間題が多くあ

りました。また同じドーム内で展示にあわせた異った音

楽が油奏され，それらの各音楽は相互に人り交わること

のないように音源の配置を考慮しなければならないとい

った新しい間題点もありました。

このような音辟心理学，建築音欄学的な面でNHK総

合研究所音響研究部のこ指導を得て，建築設計，展示設

計の方々と協力して音響装置の設計が進められました。

その結果一応所期の目的を達し，開会以来約 5百万に

およぶ観客に楽しい音楽を聴いていただきました。

この音饗装置については以下の章で詳細に報告させて

いただきます。
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3.2 コンピュータシステム

日本万国博は惜報化時代の花形であるコンピュークの

利用の展示会であるともいわれ，万国博の運営はもちろ

ん，各パビリオソもコンピュータ利用のシステムが多く

展示されることが予想されました。

住友箪話館ではなんらかの形でコンピュータを利用し

たいとの，プロデューサのお考えでした。いろいろな利

用面が検討された結果，住友館委員会を通じて，「コンピ

ュークによる性格判断」をやりたいとの意向と協力の依

頼が当社にあったのは，昭和44年4月になってからであ

りました。昭和45年 3月15日の開会日までには是非完成

しなければならないという短い納期の間題がありまし

た。そこで社内に岡村常務取締役をリータとして各関係

者でプロジェクトチームを編成し，爪都大学工学部の坂

月研究室のガ々のこ協力をもえて，最も新しいユニーク

な全自動化した「コソピュータによる性格判断」という

システムを開発完成しました。

開会以来迎日性格判断の希塑者が殺到し， うれしい悲

嗚をあけました。

このコンピュータ、ンステムについて以下の章で詳細に

報告させていただきます。

3.3その他

1) 閉回路テレビジョン

場内の主要な部分，たとえはエスカレータの乗降1--1と

か，場内の混雑するところなどにテレビカメラを設け

て，観客の動向を知るために閉回路テレビジョンシステ

ムが実施されました。

カメラは，屋外川として全大低型2台がそれぞれ球（本

を支えている柱に取り付けられ，また屋内用として 4台

が球体内に取り付けられ，そしてそれぞれのカメラの監

視モニターはパビリオンの管理事務所に集中して設けら

れ，常時観客の状況を見て，バビリオンの運営，安全の

管理などに役立ちました。

2) ビデオホ‘ノ（テレビ電話）

ビデオホンが来賓用受付，一階ラウンシ，来資用ロビ

- 9-Dドーム，および本部事務所の4カ所に設置され，

4回線テレビ用交換機で交換されて，それぞれの場所相

互の間で，見たり，聞いたり，話したりの実用に役立ち

ました。

3) その他

6-A館の童話のプラネクリウムの約 1,200個の照明筒

にはおのおの赤，青，緑の 3本の瞬時起動型の螢光灯が

組み込まれ，おのおの螢光灯の調光，点滅によって多採

な色と数多くのバターンによる万花鏡が現出されまし

た。それらの変化はVTRに録画された再生像によって

制御されます。このシステムの設計，製作は富士電工

（株）が担当，螢光灯は新日本電気が製作い住友電気工

業（株）および当社が協力しました。

4. むすび

以上簡単に，「住友童話館」の概要についてご紹介しま

した。万国博のように絶対変更のできない開会日までに

すべての作業を完了しなければならないという制約のも

とで，関係者各員の並々ならぬ協力と努力によって，熊

事すべて完成し，開会以来順調に稼動し，多数の観客を

迎えることができました。当社の担当しました、ンステ

ム，装置の開発にご指導，ご協力下さいました，多くの

方々に厚くお礼申し上げます。
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